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１ 献血事業 

（１）入間市献血推進協議会 

 ア 目的 

    献血思想の普及及び献血者の組織化を図り、安全な血液の確保及び供給をすることを目的

とする。 

 イ 根拠・関連法令 

    安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律 

 ウ 対象 

    １６歳～６９歳※の健康な方 

※65歳～69歳の方の献血については、60～64歳の間に献血経験がある方に限る。 

    ２００ｍｌ献血（１６～６９歳で体重が男性４５ｋｇ、女性４０ｋｇ以上の方） 

    ４００ｍｌ献血（男１７～６９歳、女１８～６９歳で体重が男女とも５０ｋｇ以上の方） 

 エ 対応者 

    関係団体・・入間市献血推進協議会、各献血協力団体、埼玉県赤十字血液センター 

 オ 内容  

（ア）献血に対する正しい知識の啓発及び献血思想の普及 

（イ）献血組織の育成及び献血協力団体との連携 

（ウ）献血の年間計画と推進 

 カ 実績                                               単位：人 

 区分 

年度 

実施回数

（回） 
受付者数 ２００ｍｌ ４００ｍｌ 採血者数 

Ｒ４ ７１ ２，４７１ １３９ ２，００８ ２，１４７ 

Ｒ３ ７２ ２，３２９ １３０ １，９２５ ２，０５５ 

対比 Δ１ １４２ ９ ８３ ９２ 

 キ 事業の経過 

    昭和４４年  ３月３１日に入間市献血推進協議会を設立 

献血推進協議会の設立以前も市民による自主的な献血活動は行われ

ていたが、献血推進協議会の設立により、連合区長会、商工会、母子愛育

会、赤十字奉仕団など多くの団体の協力の下、各地区での献血や協力団

体による献血など、組織的に取組んでいる。 

 ク まとめ 

    血液は人工的に製造することができず、また、長期保存が不可能なため、献血者の相互扶助

により輸血用血液を安定的に確保する必要がある。今後高齢化社会が進み輸血用血液の

不足が予測される中、２０代、３０代の献血者数は減少傾向にあるため、輸血用血液の安定

した確保には特に若い世代の献血への理解と協力が不可欠である。 
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２ 地域医療事業 

（１）休日当番病院運営事業（初期救急） 

 ア 目的 

    入間市民の休日の昼間における初期救急医療を確保することを目的とする。 

 イ 対象 

    初期救急医療を必要とする患者 

 ウ 対応者 

委託先・・・（一社）入間地区医師会 

 エ 内容  

入間市が休日当番病院を（一社）入間地区医師会に委託。 

７病院が輪番制で休日当番病院として、休日の昼間における初期救急医療を行う。 

内科と外科を組み合わせて行っている。診療時間 午前９時～午後５時 

 小林病院（内科）、西武入間病院（内科）、金子病院（内科）、入間ハート病院（内科） 

 豊岡第一病院（外科）、原田病院（内科・外科）、豊岡整形外科病院（外科） 

 オ 実績                        

区分 

年度 
実施日数（日） 患者数（人） 

Ｒ４ ７２ ２，７４２ 

Ｒ３ ７２ ２，９０７ 

対比 ０ －１６５ 

カ 事業の経過 

   平成２年度～平成１７年度   休日の昼間における地域住民の初期救急医療を確保する

ため、入間市・狭山市・鶴ヶ島市・坂戸市・毛呂山町・越生町の

４市２町で行う在宅当番医制事業に加わり（社）入間地区医

師会に委託（平成１８年３月３１日をもって終了） 

    平成１８年度            各市町が各々契約する方法へ変更となり、（社）入間市医師

会（現「（一社）入間地区医師会」）に在宅当番医制事業（現

「休日当番病院運営事業」）を委託 

 キ まとめ 

    休日の昼間における初期救急医療への市民ニーズは高く、今後も市内の医療機関で速やか

に治療を受けられるよう、継続していく必要がある。 

 

（２）所沢地区病院群輪番制病院運営事業 

ア 目的 

    入間市、所沢市、狭山市の３市圏域内における休日及び夜間の第二次救急医療（入院治療

を必要とする救急患者）に対応する救急医療を確保することを目的とする。 

イ 根拠・関連法令 

    埼玉県地域保健医療計画、所沢地区病院群輪番制病院運営費補助金交付要綱 
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ウ 対象 

    入院治療を必要とする重症救急患者 

エ 対応者 

    事業者・・・所沢地区の医師会（（一社）入間地区医師会、（一社 ）所沢市医師会、（一社 ）狭山市医師会 ） 

オ 内容  

協定市 入間市・所沢市・狭山市（幹事市は所沢市） 

入間市、所沢市、狭山市の３市圏域内の１３病院が輪番制で、休日及び夜間の第二次救

急医療を行う。 

    入間市：原田病院、豊岡第一病院 

    所沢市：国立病院機構西埼玉中央病院、所沢市市民医療センター、所沢中央病院、圏央所

沢病院、所沢第一病院、所沢明生病院、埼玉西協同病院 

    狭山市：狭山中央病院、入間川病院、埼玉石心会病院、至聖病院 

カ 実績                                            単位：人 

    区分 

年度 
当番日数（日） 

患者数 

入院 外来 計 

Ｒ４ １，５２７ ２，３６９ ７，８１２ １０，１８１ 

Ｒ３ １，５２３ ２，２２２ ７，２０７ ９，４２９ 

対比 ４ １４７ ６０５ ７５２ 

 

区分 

年度 
入間市 所沢市 狭山市 他市町村 合計 

Ｒ４ 
患者数（人） １，７８８ ４，８７８ １，５４３ １，９７２ １０，１８１ 

負担金（円） 8,382,423 14,612,120 8,049,937  31,044,480 

Ｒ３ 
患者数（人） １，７５８ ４，５５１ １，４４２ １，６７８ ９，４２９ 

負担金（円） 8,351,690 14,811,424 7,881,366  31,044,480 

対比 
患者数（人） ３０ ３２７ １０１  ７５２ 

負担金（円） 30,733 －199,304 168,571  ０ 

 ※負担金は、前年度の患者数等を参考に算出している。 

キ 事業の経過 

    昭和５５年度から、休日及び夜間における第二次救急医療を確保するため、入間市、所沢市、

狭山市の３市が協定を結び、所沢地区（所沢市・狭山市・入間市）病院群輪番制として所沢

市が幹事市となり実施 

診療時間 昼間：午前８時～午後６時 

夜間：午後６時～翌朝８時 

ク まとめ 

    市民が安心して暮らせるよう、休日及び夜間における第二次救急医療体制の継続を県に働

きかけていく。 
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（３）小児科救急医療病院群輪番制病院運営事業 

 ア 目的 

    入間市、所沢市、狭山市の３市圏域内における休日及び夜間の小児科第二次救急医療を確

保することを目的とする。 

 イ 根拠・関連法令 

    埼玉県地域保健医療計画、埼玉県小児救急医療施設運営費補助金交付要綱 

 ウ 対象 

    入院治療を必要とする小児の重症救急患者 

エ 対応者 

    協定先・・・入間川病院、国立病院機構西埼玉中央病院、埼玉石心会病院、狭山厚生病院 

 オ 内容  

協定市 入間市・所沢市・狭山市 （幹事市は狭山市） 

入間市、所沢市、狭山市の３市圏域内における休日及び夜間の小児科第二次救急医療

を輪番制で行う。 

カ 実績                                           単位：人 

区分 

年度 
当番日数（日） 

患者数 

入 院 外 来 計 

Ｒ４ ４２９ ９０ １，７６７ １，８５７ 

Ｒ３ ４０７ １０３ １，３５２ １，４５５ 

対比 ２２ －１３ ４１５ ４０２ 

                                 単位：人     

患者数 
西埼玉 

中央病院 

入間川 

病院 

埼玉石心会

病院 

狭山厚生 

病院 
計 

 

Ｒ４ 

 

入院 ９０ ０ ０ ０ ９０ 

外来 ７０８ ４４４ ４６３ １５２ １，７６７ 

計 ７９８ ４４４ ４６３ １５２ １，８５７ 

 

Ｒ３ 

入院 １０２ １ ０ ０ １０３ 

外来 ５５１ ３６２ ２５６ １８３ １，３５２ 

計 ６５３ ３６３ ２５６ １８３ １，４５５ 

 

対比 

入院 －１２ －１ ０ ０ －１３ 

外来 １５７ ８２ ２０７ －３１ ４１５ 

計 １４５ ８１ ２０７ －３１ ４０２ 
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単位：円 

負担金 入間市 所沢市 狭山市 合計 

Ｒ４ 2,397,289 3,064,265 2,777,112 ８，２３８，６６６ 

Ｒ３ 2,285,656 2,910,170 2,603,162 ７，７９８，９８８ 

対比 111,633 154,095 173,950 ４３９，６７８ 

キ 事業の経過 

    平成１２年  ７月１日から施行。８月２８日から西部第一（西）保健医療圏小児科救急医療

病院群輪番制病院運営開始。 

診療時間 昼間：午前８時～午後６時 

夜間：午後６時～翌朝８時 

※日曜日以外の曜日で、祝日及び年末年始（１２月２９日から翌年１月３日 

まで）の場合は、昼間も同じ病院が担当 

ク まとめ 

  全ての曜日の夜間において小児科の第二次救急医療体制が確保されるよう、県に働きか

けていく。 

 

（４）自動体外式除細動器（ＡＥＤ）整備事業 

ア 目的 

自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を市内公共施設及び市内コンビニエンスストアに広く配置す

ることで、緊急の心臓疾患に対応することを目的とする。 

 イ 根拠・関連法令 

平成１６年７月１日に「非医療従事者による自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の使用について」

（医政発第０７０１００１号 厚生労働省医政局長通知）が発出され、市民にＡＥＤの使用が解禁。 

 ウ 対象 

    市内公共施設、市内コンビニエンスストア 

 エ 対応者 

    事務局：健康管理課   管理：各公共施設及び担当課等 

 オ 内容  

ＡＥＤを市内公共施設及び市内コンビニエンスストアに配置し、広く心室細動発生時に使用

できるようにする。 
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カ 実績                           

         令和４年度設置台数※1（令和５年３月３１日現在） 

設 置 箇 所 台数 

小・中学校 ２７ 

学童保育室 １６ 

公民館 １３ 

保育所 １１ 

体育館、運動場 ８ 

消防団 ７ 

福祉作業所 ４ 

てぃーろーど ４ 

図書館、西武分館 ２ 

入間市役所 ３ 

博物館 １ 

健康福祉センター他１０施設 １２ 

コンビニエンスストア ４５ 

合 計 １５３ 

     ※１  健康管理課が予算措置をしている台数のみ表示。 

     ※２  コンビニエンスストア設置台数は、新規開店・閉店により増減する場合がある。 

キ 事業の経過 

   平成２５年  ４月１日に埼玉西部消防組合が設立されたことに伴い、市内公共施設に設置

されているＡＥＤの管理が健康管理課に移管 

   平成２９年  １０月１日から２４時間３６５日ＡＥＤが利用できるよう、市内コンビニエンススト

アにＡＥＤの設置を開始 

ク まとめ 

    市内公共施設に設置しているＡＥＤは使用できる時間帯が各施設の業務時間内に限られて

いたが、コンビニエンスストアに設置したことで市民が２４時間３６５日ＡＥＤを利用すること

が可能となり救命率の向上が期待できる。 

 

３ 入間市夜間診療所運営事業 

（１）入間市夜間診療所 

 ア 目的 

    日曜日、月曜日、木曜日、土曜日の夜間（午後７時３０分から午後１０時３０分まで）における

内科及び小児科の初期救急患者の診療を実施する。 

 イ 根拠・関連法令 

    入間市夜間診療所条例、入間市夜間診療所条例施行規則 
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 ウ 対象 

    内科及び小児科における初期救急医療を必要とする者 

 エ 対応者 

    委託先・・・（一社）入間地区医師会 

 オ 内容 

    （一社）入間地区医師会との委託契約に基づき、１２月３１日から翌年の１月２日までを除く日

曜日、月曜日、木曜日、土曜日の午後７時３０分から午後１０時３０分まで、内科及び小児科

の初期救急患者の診療を実施している。 

カ 実績                                                    単位：人 

区分 

年度 
延べ患者数 診療日数（日） １日あたりの平均患者数 

Ｒ４ 204 

日祝日 73 

205 

日祝日 61 

1.00 

日祝日 1.20 

月曜日 39 月曜日 47 月曜日 0.83 

木曜日 31 木曜日 47 木曜日 0.66 

土曜日 61 土曜日 50 土曜日 1.22 

Ｒ３ 156 

日祝日 50 

207 

日祝日 61 

0.75 

日祝日 0.82 

月曜日 39 月曜日 46 月曜日 0.85 

木曜日 19 木曜日 49 木曜日 0.39 

土曜日 48 土曜日 51 土曜日 0.94 

対 比 48 

日祝日 23 

 -2 

日祝日 0 

0.25 

日祝日 0.38 

月曜日 0 月曜日 1 月曜日 -0.02 

木曜日 12 木曜日 -2 木曜日 0.27 

土曜日 13 土曜日 -1 土曜日 0.28 

   ※年末年始（１２月２９日～１月３日は日祝日に含む） 

キ 事業の経過 

    休日の夜間における医療体制への不安が年々増加していたことから、初期救急医療体制の

充実を図るため、平成１５年度の健康福祉センターの開設にあわせ土日夜間診療所を開設 

    平成２１年４月から診療日を平日にも拡大し、狭山市と協同で１週間を通した夜間の初期救

急医療体制を確保 

 ク まとめ 

    令和４年度も３年度同様に、新型コロナによる受診抑制、また、全国的にインフルエンザの流

行もなく、コロナ禍前に比較して受診者は少ないが、夜間の初期救急医療体制を身近に整

備することは、市民の医療体制への不安解消につながる。 

 

 

 



129 

平成２１年度からの夜間の救急医療体制 

 日 月 火 水 木 金 土 

入間市夜間診療所 ○ ○   ○  ○ 

狭山市急患センター   ○ ○  ○  

     ※診療時間 午後７時３０分から午後１０時３０分まで 

      休診日  １２月３１日、１月１日、１月２日 

 

４ その他 

（１）骨髄移植ドナー支援助成金 

ア 目的 

骨髄又は末梢血幹細胞(以下「骨髄等」という)の提供者となった者に対し、骨髄移植ド

ナー支援助成金(以下「助成金」という)を交付することにより、骨髄等の提供希望者の増

加及び骨髄等の移植の推進を図ることを目的とする。 

イ 根拠・関連法令 

   移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の推進に関する法律 

   入間市骨髄移植ドナー支援助成金交付要綱 

ウ 対象 

   以下の項目にすべて該当する者 

(1) 骨髄・末梢血幹細胞提供あっせん事業により、骨髄等の提供を完了した者 

(2) 骨髄等の提供時に市内に住所を有する者 

(3) 骨髄等の提供が完了した日から１年以内であること 

エ 内容 

骨髄移植に伴いドナーが負担する費用を軽減するため、骨髄等の提供のための通院

又は入院の日数の合計（７日を上限とする）に、２０，０００円を乗じて得た額を助成する。 

オ 実積                                          単位：人 

区分 

年度 

骨髄等提供者数 

（市内在住者のみ） 

助成金 

申請者数 
総助成額 

Ｒ４ ２ ２ ２８０，０００円 

Ｒ３ ２ ２ ２８０，０００円 

対比 ０ ０ ０円 

 カ 事業の経過 

平成２５年度に骨髄移植ドナー支援に寄付の申し出があり、これを原資に基金を 

設立。平成２６年４月から骨髄移植ドナー支援を開始 

 キ まとめ 

支援基金を基に、ドナー登録の増加と骨髄等の移植を推進し、助成金を交付してい

る。 


